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⑴
　
登
録
団
体
の
活
動
を
狭

　

県
有
地
の
取
得
な
ど
で
町

有
地
の
拡
大
が
進
む
中
、
当

然
町
の
将
来
に
向
け
、
具
体

的
に
動
き
出
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
以
下
の
点
を

お
聞
き
し
た
い
。

⑴　

南
箱
道
路
・
第
二
東
名

秦
野
イ
ン
タ
ー
な
ど
が
将
来

町体育館で活動するスポーツ団体

萱沼地区付近の新東名建設工事現場

　

公
民
館
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体

は
、
町
民
の
生
き
甲
斐
や
暮

ら
し
の
楽
し
さ
・
健
康
寿
命

を
考
え
る
上
で
重
要
で
す

が
、
そ
の
登
録
規
定
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
公
民
館
登
録

団
体
は
５
人
以
上
で
８
割
が

町
内
在
住
・
在
勤
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
は
そ
れ
が
10
人
以
上

と
い
う
規
定
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
毎
年
更
新
時
期
の
代

表
者
会
議
で
、
町
内
在
住
・

在
勤
者
数
が
足
り
な
い
団
体

が
い
く
つ
か
あ
っ
た
り
、
ま

た
何
と
か
ク
リ
ア
は
し
て
い

て
も
、
危
機
的
状
況
に
あ
る

公
民
館・ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

登
録
に
つ
い
て

A

町
有
地
拡
大
と

町
づ
く
り
に
つ
い
て

A町有地の
利活用は
計画的に

このページは、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

め
ず
活
発
化
す
る
こ
と
が
肝

要
な
の
で
、
町
外
の
方
も
一

員
と
し
て
考
慮
し
、
町
内
在

住
８
割
規
定
の
見
直
し
も
含

め
話
し
合
い
た
い
。

⑵ 

⑴
の
条
件
緩
和
と
受
益

者
負
担
の
見
直
し
を
一
緒
に

考
え
て
お
り
、
本
年
10
月
に

は
使
用
料
全
額
免
除
か
ら
、

町
へ
の
貢
献
度
を
ポ
イ
ン
ト

化
し
た
数
字
に
応
じ
て
減
免

に
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
今

一
度
関
係
者
と
話
し
合
う
場

を
設
け
る
。

⑶
　
⑴
⑵
の
件
だ
け
で
な

く
、
公
民
館
の
運
営
や
ス
ポ

ー
ツ
振
興
な
ど
も
定
期
的
に

協
議
す
る
場
と
す
る
た
め
に

も
今
月
中
に
組
織
づ
く
り
を

行
う
。
「
お
も
て
な
し
」
を

掲
げ
る
町
と
し
て
、
「
交
流

人
口
」
を
観
光
客
数
だ
け
で

考
え
る
の
で
は
な
く
、
定
期

的
に
松
田
に
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
る
方
の
存
在
を
認
識

し
、
生
涯
学
習
活
動
の
活
性

化
を
目
指
す
。

完
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

寄
、
湯
の
沢
地
区
、
国
道
２

４
６
号
、町
道
へ
の
影
響
は
。

⑵ 

取
得
地
だ
け
に
よ
る
活

用
で
は
な
く
、
駅
広
計
画

（
特
に
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
）な

ど
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

土
地
交
換
や
企
業
等
と
の
連

登録団体の規定
を見直し活動
の活性化を図る

⑴
　
南
足
柄
か
ら
箱
根
に
至

る
県
道
（
10
・
９
㎞
）
は
、

既
存
林
道
の
活
用
に
よ
り
平

成
31
年
に
、
新
東
名
は
中
津

川
橋
や
秦
野
イ
ン
タ
ー
を
含

め
、
平
成
32
年
の
完
成
予
定

で
あ
る
。

　
国
道
２
４
６
号
の
湯
の
沢

団
地
付
近
か
ら
秦
野
市
内
の

渋
滞
緩
和
の
た
め
に
も
、
厚

木
秦
野
道
路
（
バ
イ
パ
ス
）

の
早
期
完
成
が
望
ま
れ
る

が
、
周
辺
道
路
へ
の
影
響
も

考
え
、
町
道
整
備
や
関
係
機

関
と
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

⑵
　
駅
周
辺
地
域
の
町
づ
く

り
は
、
平
成
30
年
度
末
ま
で

に
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
し
、
土
地
の
立
体
的
活
用

も
検
討
す
る
。

　
旧
松
田
土
木
事
務
所
跡
地

等
の
活
用
は
、
旧
警
察
官
舎

の
町
営
住
宅
へ
の
転
換
等
を

提
案
し
、
町
民
の
皆
様
に
現

地
見
学
を
兼
ね
た
意
見
交
換

会
等
の
開
催
を
検
討
す
る
。

　
他
の
町
有
地
に
つ
い
て
も

「
公
共
施
設
等
の
管
理
・
活

用
促
進
計
画
」
に
よ
り
進
め

る
。

団
体
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

⑴　

町
内
在
住
・
在
勤
の
人

数
を
緩
和
す
る
お
考
え
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
か
。

⑵　

こ
の
規
定
変
更
は
、
使

用
料
の
受
益
者
負
担
の
問
題

と
セ
ッ
ト
で
と
の
お
考
え
か

と
思
い
ま
す
が
、
進
捗
状
況

は
？

⑶ 

関
係
者
一
同
で
こ
う
し

た
問
題
を
話
し
合
う
場
を
設

け
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

携
、
土
地
の
立
体
的
な
利
用

な
ど
、
考
え
ら
れ
る
す
べ
て

を
出
し
て
い
く
べ
き
と
思
う

が
、
現
在
の
検
討
状
況
は
。


